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鳥取県江府町

電話江尾㈹5－2211

編集　総　務　課

印刷　㈲富士印刷

江府町の人口

（7月31日現在）

世帯数1が6世帯
人　口　相25人
（前月比　3人増）

（男）　録75
（女）　ぴ50
出　生　　8
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（男）

（女）
転　出

（男）

（女）
死　亡

（男）

渡りぞめをする子供たちと

こライオンとねずみミ　のモチーフ

待
望
の
久
連
橋
歩
道
橋
完
成

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
と
し
て
、
三
ヶ
年
に
わ

た
っ
て
工
事
の
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
町
道
久
連
・

大
谷
線
の
久
連
橋
歩
道
橋
が
完
成
し
、
八
月
八
日
渡

り
ぞ
め
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
歩
道
橋
は
、
子
供
の
国
保
育
園
に
通
園
す
る

子
供
た
ち
に
楽
し
い
夢
を
与
え
よ
う
と
、
橋
の
表
面

を
タ
イ
ル
舗
装
と
し
、
イ
ソ
ッ
プ
童
話
の
さ
し
絵
が

タ
イ
ル
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。

さ
し
絵
の
お
話
は
、
ラ
イ
オ
ン
と
ね
ず
み
、
は
と

と
あ
り
、
き
つ
ね
と
ぶ
ど
う
の
三
っ
…
。

子
供
た
ち
に
は
、
お
母
さ
ん
や
保
母
さ
ん
と
お
話

皿
　
L
L
な
が
ら
通
っ
た
保
育
園
の
あ
た
た
か
い
思
い
出

の
一
つ
に
、
ま
た
、
一
般
の
利
用
者
に
も
町
の
新
名

所
と
て
親
し
ま
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

愛
称
は
、
歩
く
橋
の
意
か
ら
〝
く
れ
か
ち
は
し
″

（
久
遠
徒
橋
）
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
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リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
も
順
調
に

江　　府　　町　　報第192号

第40回国民体育大会山岳鹿技会

型いよいよ目前に〝

県
民
待
望
の
国
体
も
目
前
に
迫

り
ま
し
た
。

各
市
町
村
で
も
最
後
の
調
整
に

余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

江
府
町
で
も
、
7
月
1
2
日
に
開

始
式
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
、
8
月
6
・

7
日
に
大
会
旗
・
炬
火
リ
レ
ー
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
が
行
を
わ
れ
ま
し

た
。

開
始
式
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
で
は

上
之
段
広
場
に
集
結
し
た
、
鼓
隊

模
擬
選
手
団
（
中
学
生
）
が
江
尾

町
内
を
運
動
公
園
ま
で
行
進
し
、

総
合
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
午
前
1
0
時

3
0
分
よ
り
実
際
の
日
程
に
沿
っ
て

開
始
式
が
行
を
わ
れ
ま
し
た
。

8
月
6
・
7
日
に
行
な
わ
れ
た

大
会
旗
・
炬
火
リ
レ
ー
は
、
米
沢

小
学
校
に
お
い
て
溝
口
町
よ
り
炬

火
の
引
き
継
ぎ
を
受
け
た
後
、
町

内
の
中
学
生
の
手
に
よ
っ
て
二
日

間
、
町
内
各
地
を
リ
レ
ー
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
、
2
つ
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大

会
と
も
成
功
を
収
め
、
特
に
大
会

旗
・
炬
火
リ
レ
ー
は
各
市
町
村
の

中
で
も
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

1
0
月
20
日
の
開
始
式
本
番
に
は
、

よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご

観
覧
を
い
た
だ
き
、
国
体
山
岳
競

技
会
の
盛
大
を
ス
タ
ー
ト
を
飾
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

式典を盛りあげるブラスバンド演奏

町内を行進する鼓隊
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日
野
路
を
走
る
炬
火
”
天
の
火
〟

県
民
の
熱
い
期
待
を
に
な
っ
て

走
る
炬
火
は
、
鳥
取
砂
丘
二
二
朝

温
泉
・
大
山
の
県
内
3
ヶ
所
で
採

火
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
東
部
・
中
部
・

西
部
を
駆
け
め
ぐ
り
、
鳥
取
市
布

勢
運
動
公
園
で
の
開
会
式
に
華
を

そ
え
ま
す
。

私
達
の
町
を
走
る
炬
火
は
、
大

山
豪
円
山
に
お
い
て
採
火
さ
れ
ま

す
。反
射
鏡
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た

大
山
の
光
は
、
西
尾
鳥
取
県
知
事

に
よ
っ
て
ト
ー
チ
に
点
火
さ
れ
、

「
天
の
火
」
と
命
名
さ
れ
ま
す
。

豪円山で採火される天の火リハーサルで新道地内を走る鮨火

団体
シンボルカラー

接
待
用
エ
プ
ロ
ン

デ
ザ
イ
ン
決
定

運
動
公
園
グ
ラ
ン
ド
で
の
開
始

式
及
び
、
競
技
会
場
で
、
選
手
を

は
じ
め
と
し
て
、
来
町
さ
れ
た
方

々
を
接
待
す
る
、
婦
人
団
体
の
制

服
（
エ
プ
ロ
ン
）
　
の
デ
ザ
イ
ン
が

決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
町
の
花
「

ア
ヤ
メ
」
を
中
央
に
置
き
、
国
体

の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
を
4
本
の
ラ

イ
ン
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
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町
議
会
臨
時
会

人
事
案
件
、
補
正
予
算
等
の
審
議

の
た
め
、
七
月
二
十
九
日
町
議
会
臨

時
会
が
開
か
れ
、
次
の
七
議
案
が
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

報町府江

・
県
営
土
地
改
良
事
業
の
地
元
負

担
金
の
承
認

下
蚊
屋
地
区
に
県
営
は
場
整
備

事
業
を
実
施
し
、
そ
の
事
業
の
経

費
の
一
部
を
地
元
負
担
と
す
る
こ

と
に
つ
い
て
議
決
す
る
も
の
で
す
。

・
索
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

近
隣
索
道
事
業
と
の
関
連
を
検

討
し
、
十
二
月
一
日
か
ら
別
表
の

と
お
り
利
用
料
金
の
改
定
を
行
う

も
の
で
す
。

教育長に

遠藤克美さん

八
月
二
十
三
日
付
で
遠
藤
克
美

さ
ん
が
江
尾
小
学
校
長
を
退
職
さ

れ
、
八
月
二
十
五
日
付
で
教
育
長

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

遠藤教育長

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

遠
藤
克
美

非
常
に
厳
し
い
残
暑
で
し
た
が

台
風
の
通
過
と
と
も
に
急
に
涼
し

さ
を
、
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
さ
で
私
こ
と

八
月
二
十
三
日
付
で
江
尾
小
学
校

を
最
後
に
教
職
生
活
に
終
止
符
を

う
ち
、
二
十
五
日
付
を
も
ち
ま
し
て

教
育
長
と
い
う
大
役
を
頂
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
学
校
在
任
中
は

格
別
の
ご
支
援
を
頂
き
、
あ
り
が
た

く
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
く
拝
命
い
た
し
ま
し
た
職

責
の
重
大
さ
を
思
い
ま
す
と
き
、

浅
学
非
才
到
底
そ
の
任
で
は
な
い

と
存
じ
ま
す
が
、
一
生
懸
命
に
努

力
を
い
た
し
ま
し
て
、
重
責
を
全

す
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
ど
う

か
み
を
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
援
助

を
特
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
み
ん
を
が
健
康
で
、
と
な

り
同
志
、
地
域
ぐ
る
み
、
支
え
合

い
、
明
か
る
い
笑
顔
、
笑
い
声
の

絶
え
な
い
家
庭
づ
く
り
に
、
町
づ

く
り
に
、
い
っ
し
ょ
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
紙

上
を
借
り
ま
し
て
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

ス大
キ平
l原

区

リ
フ
ト
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寸
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第
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〇
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第192号

・
運
動
公
園
水
泳
プ
ー
ル
建
設
工

事
請
負
契
約
の
締
結

昭
和
六
十
年
文
部
省
社
会
体
育

施
設
整
備
事
業
と
し
て
国
の
補
助

事
業
に
よ
り
、
江
府
町
立
運
動
公

園
水
泳
プ
ー
ル
建
設
工
事
を
実
施

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
㈱
奥
村
組

と
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

・
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
二
号
）

既
定
の
予
算
額
に
、
六
、
三
一

二
万
円
を
補
正
し
、
総
予
算
額
を

二
〇
億
八
、
三
一
二
万
円
と
し
ま

し
た
。
内
容
は
、
農
業
構
造
改
善
事
業

費
、
同
和
対
策
事
業
費
、
森
林
適

正
管
理
推
進
対
策
事
業
、
災
害
復

旧
費
が
主
を
も
の
で
、
そ
の
財
源

と
し
て
県
支
出
金
、
繰
越
金
を
充

当
し
、
補
正
措
置
を
す
る
も
の
で

す
。

町
長
日
誌

＊
7
　
月

l
日
月

2
日
㈹

3
日
水

4
日
杓

在
　
勤

町
森
林
組
合
役
員
会
、

中
電
技
術
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
所
長
来
庁

在
　
勤

国
体
打
合
会
、
県
山
岳

協
会
長
・
中
国
電
力
鳥

取
支
店
長
来
庁

5
日
惚
　
同
和
雇
用
促
進
連
絡
会

議
（
米
子
市
）
、
建
設

課
事
業
入
札
、
国
体
四

町
連
合
会
幹
事
会
、
県

農
村
整
備
課
長
・
根
雨

駅
長
来
庁

6
日
出
　
町
議
会
臨
時
会

7
日
㈲
　
郡
民
体
育
大
会
、
わ
か

と
り
国
体
県
民
の
つ
ど

い
（
鳥
取
市
）

8
日
㈲
　
中
国
横
断
道
建
設
促
進

期
成
会
理
事
会
・
総
会
、

農
業
委
員
会
長
・
中
国

電
力
俣
野
川
発
電
所
建
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▼
教
育
委
員
会
委
員
に
江
尾
小
学

校
長
の
遠
藤
克
美
㌔
を
任
命
す

る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
を
え
ま
し

た
。
▼
八
月
六
日
、
任
期
満
了
と
怒
る

収
入
役
に
下
村
武
美
㌦
を
選
任
す

る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
を
え
ま
し

た
。

下
村
収
入
役
は
昭
和
四
十
四
年

に
就
任
以
来
、
今
期
が
五
期
日
で

す
。
▼
八
月
十
六
日
で
任
期
満
了
と
な

る
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
後

任
と
し
て
、
深
山
口
の
下
原
弘
道
㌦

を
選
任
し
ま
し
た
。

町
職
員
人
事

新
採
用
1
七
月
一
日
付
－

建
設
課
建
設
係
　
下
垣
吉
正

＊
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

七
月
二
十
八
日
、
倉
吉
市
天
神

川
竹
田
橋
上
流
グ
ラ
ン
ド
で
県
消

防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
開
か
れ
、

炎
天
下
で
十
一
チ
ー
ム
が
大
奮
闘
、

閑奮大に下天炎

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
競
い
ま
し

た
。本
町
で
は
、
町
消
防
団
第
、
一
分

団
が
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場

し
、
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

出
場
選
手
は
次
の
み
な
さ
ん
で

す
。
（
敬
称
略
）

山
根
博
司
、
関
内
隆
文
、
小
谷

幸
之
介
、
藤
田
幸
一
、
浜
本
伸
介
、

遠
藤
敏
彦

＊
マ
マ
さ
ん
自
転
車

コ
ン
テ
ス
ト

正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
を
マ

ス
タ
ー
し
、
自
転
車
事
故
を
を
く

そ
う
と
毎
年
行
を
わ
れ
る
マ
マ
さ

ん
自
転
車
溝
口
地
区
大
会
が
、
八

月
三
日
岸
本
町
で
開
か
れ
、
当
町

か
ら
米
沢
小
P
T
A
チ
ー
ム
、
俣

野
小
P
T
A
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま

し
た
。

チョツピリ緊張気味？

大
会
に
は
、
七
チ
ー
ム
二
十
八

名
が
出
場
。
学
科
と
実
技
の
合
計

点
で
日
ご
ろ
の
勉
強
、
練
習
の
成

果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は
、
さ
す
が
に
緊
張

し
た
表
情
で
し
た
が
、
左
右
の
安

全
確
認
を
ど
、
テ
キ
パ
キ
し
た
動

作
で
見
事
を
運
転
ぶ
り
を
披
露
し
、

自
転
車
安
全
運
転
技
術
認
定
書
を

受
け
ま
し
た
。

設
所
長
来
庁

9
日
㈹
　
明
徳
学
園
講
演
、
中
国

横
断
道
打
合
せ
会
、
土

木
事
務
所
へ
陳
情
、
中

国
電
力
副
社
長
来
庁

1
0
日
0
0
　
西
部
消
防
操
法
大
会
出

場
申
告
、
溝
口
警
察
署

管
内
防
犯
協
議
会

1
1
日
㈹
　
西
部
町
村
長
会
、
町
内

弔
問

1
2
日
鹿
　
町
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大

会
、
教
育
委
員
会
事
業

入
札
、
中
電
技
術
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
所
長
来
庁

1
3
日
出
　
町
職
域
バ
レ
ー
大
会
、

江
尾
区
役
員
来
庁

1
4
日
㈱
　
西
部
消
防
ポ
ン
プ
操
法

大
会

1
5
日
㈱
　
日
野
町
江
府
町
日
南
町

衛
生
施
設
組
合
管
理
者

会
、
神
奈
川
神
社
役
員

会

1
6
日
㈹
　
町
観
光
協
会
総
会
、
中

国
電
力
俣
野
川
発
電
所

打
合
会

1
7
日
0
0
　
町
長
と
商
工
会
懇
談
会
、

本
町
五
丁
目
役
員
来
庁

1
8
日
㈲
　
都
市
と
農
村
交
流
に
つ

い
て
の
取
材
来
庁
（
N

H
K
）
、
農
業
委
員
会
、

中
四
国
農
政
局
長
来
庁

1
9
日
協
　
議
会
常
任
委
員
会
、
奥

村
組
広
島
支
店
長
来
庁

2
0
日
出

2
6
日
励

γ
」
〓
｛

2
8
日
㈲

2
9
日
㈲

知
日
・
．

3
1
日
㈱

町
青
少
年
育
成
大
会
、

中
電
技
術
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
所
長
・
町
教
育
委

員
来
庁

山
陰
少
年
軟
式
庭
球
大

会
（
小
学
校
の
部
）

高
谷
稲
荷
大
明
神
鳥
居

竣
工
式
、
参
議
院
議
員

坂
野
重
信
氏
来
庁

在
　
勤

山
陰
少
年
軟
式
庭
球
大

会
（
中
学
校
の
部
）

西
部
地
区
同
村
雇
用
促

進
連
絡
協
議
会
、
消
防

委
員
会
、
食
糧
事
務
所

日
野
支
所
長
来
庁

県
消
防
操
法
大
会
出
場

申
告
、
米
子
市
東
山
公

園
竣
工
式
、
助
沢
部
落

役
員
来
庁

江
尾
十
七
夜
実
行
委
員

会
、
退
職
議
員
送
別
全

県
消
防
操
法
大
会
（
倉

吉
市
）
町
議
会
臨
時
全

県
森
林
土
木
協
会
、
産

業
課
事
業
入
札

中
国
横
断
道
用
地
打
合

会
、
農
林
省
ダ
ム
打

合
会
、
鳥
取
大
学
道
上

教
授
・
道
路
公
団
所
長

来
庁

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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国蔓
昭
和
六
十
一
年
四
月
か
ら

年
金
が
新
し
く
な
り
ま
す

い
ま
の
国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
二
十

歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
農
業
・
漁
業
・
商
業
な
ど
の
自
営

業
の
人
と
、
そ
の
家
族
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

新
し
い
国
民
年
金
で
は
、
厚
生
年
金
保
険
の
加
入
者
と

そ
の
奥
さ
ん
も
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

報叫
▽
必
ら
ず
加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

府
　
次
の
三
種
類
の
人
が
加
入
す
る
こ

と
に
在
り
ま
す
。

江

どの形の被保職者になるか、により
国民年金の保険料の払い方からかっ
てきますこ

▽
希
望
す
れ
ば
加
入

で
き
る
人

次
の
人
は
希
望
す
れ
ば
国
民
年
金

に
第
二
号
被
保
険
者
と
し
て
加
入

で
き
ま
す
。

・
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
学

生
ま
た
は
、
他
の
公
的
年
金
制
度

の
老
齢
（
退
職
）
年
金
受
給
者
。

・
海
外
に
在
住
し
て
い
る
二
十
歳

以
上
六
十
五
歳
未
満
の
日
本
人
。

・
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
人

▽
婦
人
の
年
金
権
が

確
　
立

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
も
国

民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。こ
れ
ま
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥

さ
ん
（
専
業
主
婦
）
は
、
希
望
す

る
方
だ
け
が
国
民
年
金
に
加
入
す

る
も
の
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
ご
主
人
が
厚
生
年
金
に
加

入
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ご
主
人
の

年
金
で
保
障
す
る
と
い
う
考
え
方

か
ら
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は

奥
さ
ん
に
年
金
が
支
給
さ
れ
な
い

こ
と
も
あ
る
た
め
、
今
回
の
年
金

法
改
正
で
す
べ
て
の
奥
さ
ん
に
独

自
に
年
金
を
保
障
す
る
道
が
開
か

れ
た
の
で
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と

そ
の
奥
さ
ん
も
、
全
員
が
新
し
い

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
よ

り
、
将
来
は
必
ず
自
分
自
身
の
年

金
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
怒
り
ま

す
。▽
保
　
険
　
料

昭
和
六
十
一
年
四
月
か
ら
の
新

し
い
国
民
年
金
で
は
、
保
険
料
を

納
め
る
の
は
第
一
号
被
保
険
者
の

人
だ
け
と
を
り
ま
す
。
第
二
、
第

三
号
被
保
険
者
は
、
厚
生
年
金
か

ら
の
拠
出
金
で
ま
か
を
わ
れ
ま
す

の
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は

役
場
へ
の
納
付
は
し
を
く
て
も
よ

く
な
り
ま
す
。

保
険
料
は

定額保険料…6，800円×スライド率

（61年4月から）

付加保険料…　400円

と
な
り
ま
す
。

▽
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
民
生
課

国
民
年
金
係
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

9
月
l
日
か
ら

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た

す
べ
て
の
道
路
で
、
ド
ラ
イ
バ

ー
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ド

ラ
イ
バ
ー
は
、
助
手
席
に
す
わ
る

人
に
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
さ

せ
て
か
ら
で
を
い
と
、
車
を
運
転

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

同
時
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
後

部
座
席
に
す
わ
る
人
に
対
し
て
も

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
さ
せ
る
よ

う
努
め
を
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
連
反
し
た
場
合
の
措
置
）

高
速
道
路
＝
ド
ラ
イ
バ
ー
本
人

が
着
用
し
て
い
を
い
場
合
に
行
政

処
分
点
数
一
点
。

一
般
道
路
＝
今
回
の
法
改
正
の

趣
旨
が
ド
ラ
イ
ル
ー
に
徹
底
し
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
意
識
が
向
上

し
た
段
階
で
、
行
政
処
分
点
数
を

付
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
と

在
っ
て
い
ま
す
。

シートベルト
いつも乗るたび　乗せるたび

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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10月1日（火）
国勢調査にご協力を

下旬から10月上旬にかけて、調査員がお宅

にお伺いしますので、よろしくご協力をお

Ⅰ掃いします。

国勢講隻脚申

10月1日、全匡l

いっせいに国勢調

査が行われます。

国勢調査は、大正

・9年から5年ごと

に実施され、今回戯
で14回目となります。調査の結果は、福祉、

雇用、住宅、環境整備など、わたしたちの

暮らしに密着したさまざまな問題について、

国や都道府県、市区町村が行う行・財政施

策の重要な資料として利用されます。9月

闇
〓
皿
〓
㈲
〓
凰

☆
鳥
取
県
の
人
口
…

何
人
？

十
月
一
日
に
行
わ
れ
る
国
勢
調

査
の
鳥
取
県
の
人
口
予
想
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

応
募
方
法

官
製
ハ
ガ
キ
に
よ
り
一
人
一
枚

と
し
、
次
の
事
項
を
記
入
し
て
、

（
〒
六
八
〇
）

鳥
取
市
東
町
一
丁
日
二
二
〇

鳥
取
県
企
画
部
統
計
課
　
あ
て

に
送
っ
て
下
さ
い
。

①
昭
和
六
十
年
十
月
一
日
国
勢
調

査
の
人
口
予
想
（
　
　
）
人

②
住
所
③
氏
名
④
年
齢

応
募
資
格

県
内
に
住
ん
で
い
る
人
。

応
募
期
限
　
九
月
三
十
日
㈲
ま
で

賞
　
　
一
等
…
五
万
円
二

人
）
、
二
等
…
二
万

円
（
二
人
）
、
三
等

…
一
万
円
（
三
人
）
、

残
念
賞
…
三
千
円
（

十
人
）

※
入
賞
者
が
中
学
生
以
下
の
場

合
は
賞
金
額
に
相
当
す
る
賞

品
と
す
る
。

昭
和
五
十
年
国
勢
調
査
人
口

五
八
一
、
三
一
一
人

昭
和
五
十
五
年
国
勢
調
査
人
口

六
〇
四
、
二
二
一
人

昭
和
五
十
九
年
十
月
一
日
県
推

計
人
口

六
一
三
、
〇
七
六
人

☆
鳥
取
県
採
用
初
級
試
験

受
付
期
間

九
月
二
日
㈱
～
九
月
十
四
日
出

採
用
予
定
者
数

一
般
事
務
　
約
十
名

学
校
事
務
（
東
部
）
　
二
名

学
校
事
務
（
中
部
）
　
二
名

学
校
事
務
（
西
部
）
　
三
名

受
験
資
格

昭
和
三
十
九
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
四
十
三
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者

受
験
期
日

十
一
月
十
日
㈱

申
込
み
、
問
い
合
せ

扇
鵬
市
東
町
宇
目
二
七
一

鳥
取
県
人
事
委
員
会
事
務
局

（
℡
〇
八
五
七
－
二
千
L
芸
五
五
）

☆
警
察
官
採
用
試
験

受
付
期
間

九
月
二
日
㈲
～
九
月
十
四
日
出

採
用
予
定
音
数

鳥
取
県
・
京
都
府
・
大
阪
府
・

兵
庫
県
の
四
都
府
県
で
合
計
約

二
十
名

受
験
資
格

警
察
官
㈹
…
学
校
教
育
法
に
よ

る
大
学
を
卒
業
又
は
卒
業
見
込
み

の
者
で
昭
和
三
十
三
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
男
子

警
察
官
㈲
…
左
記
以
外
の
者
で

昭
和
三
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
四
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
男
子

試
験
期
日
　
九
月
二
十
二
日
㈱

申
込
み
、
問
い
合
せ

鳥
取
市
東
町
一
丁
目
二
七
一

鳥
取
県
人
事
委
員
会
事
務
局

（
℡
口
金
七
－
二
六
－
墓
室
）

☆
鳥
取
県
行
政
書
士
試
験

受
付
期
間

九
月
二
日
㈱
～九
月
二
十
一
日
出

試
験
場
所
　
鳥
取
県
庁
講
堂

試
験
科
目

行
政
書
士
の
業
務
に
関
し
必
要

な
法
令
、
一
般
常
識
、
作
文

試
験
期
日
　
十
月
二
十
七
日
㈱

申
込
み
、
問
い
合
せ

へ
扇
礎
市
東
町
一
丁
目
二
二
〇

県
庁
地
方
課

（
℡
○
仝
七
－
二
六
－
七
〇
栗
）

Soumu
四角形
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人の動き

届

荒　本　宮

田　一　市

藤　関　長
谷　内　岡

敬　和　幸
太　也　香

開　隆　寿
三　文　幸
二　二　長
男　男　女

ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

∵

∴

一

。

一

㍉
㍉
一

島
根
県
出
雲
市

久
連
か
ら

北
九
州
市

貝
田
か
ら

お
誕
生
お
め
で
と
う

貝
　
田
　
藤
原
　
宏
樹

本
　
五
　
川
上
　
栄
介

下
蚊
屋
　
小
椋
　
佑
子

洲
河
崎
　
三
好
ゆ
か
り

新
　
道
　
田
枝
　
幸
恵

和
彦
二
男

豊
二
男

利
春
二
女

洋
祐
長
女

定
良
二
女

ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

小
江
尾
　
宇
田
川
亀
次
6
7
歳

栗
　
尾
　
筒
井
一
郎
8
3
歳

大
河
原
　
安
田
た
ゞ
よ
8
4
歳

洲
河
崎
　
影
山
　
虎
市
8
7
歳

貝
　
田
　
六
浦
し
げ
よ
9
2
歳
盛　　直　幸　幸
雄　巌　記　年　枝
宅　宅　宅　宅　宅

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

七
月
中
寄
託
分

香
典
返
し
と
し
て

本

一

岡

田

正

一

殿

（
父
園
次
郎
様
ご
逝
去
）

御
　
机
　
加
藤
正
人
殿

（
父
虎
雄
様
ご
逝
去
）

栗
　
尾
　
筒
井
章
年
殿

（
父
一
郎
様
ご
逝
去
）

洲
河
崎
　
影
山
　
巌
殿

（
父
虎
市
様
ご
逝
去
）

大
河
原
　
安
田
直
記
殿

（
姉
た
ゞ
よ
様
ご
逝
去
）

貝
　
田
　
六
浦
盛
雄
殿

（
母
し
げ
よ
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

日
ノ
詰
　
加
藤
延
寿
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

日
ノ
詰
　
加
藤
良
枝
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
加
藤
貞
子
殿

（
ご
本
人
様
埠
院
）

尾
上
原
宮
本
つ
ね
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
川
上
　
仁
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

武
　
庫
　
梅
林
力
水
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

小
江
尾
　
土
居
清
人
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

江第192号

保健婦からひとこと

9月はがん征圧月間です

日本で1年間に死亡する人のうち60％以上が

成人病によって死亡しています。をかでもがん

による死亡者が最も多く、昭和58年から第1位

と在っています。

江府町においても1年間に死亡する人の70％

近くが成人病です。昭和58年までは脳卒中が第

1位をしめてきましたが、59年は心臓疾患が1

位となり、脳卒中とがんが2位でした。この調

子で行くと長年つづいた脳卒中1位の座もガン

心臓疾患へと移っていくでしょう。

がんを完全に予防することができをい現状で

は、がんを早期に発見し早期に治療することが

大切です。早期発見のためには、がん検診をう

けることが大切に在ってきます。

江府町においては、胃がん、子宮がん・乳が

ん・甲状腺がん・肺がんと検診を実施していま

すが、今年度の受診者は次のとおりでした。

（8月30日現在）

胃がん　　　　534人

子宮がん　　　400人

乳・甲状腺がん439人

肺がん　　　138人

受診される人は毎年決まってきています。

検診を受けられない理由に「健康だから」「忙

しいから」ということがあげられますが、健康

だからこそ検診の意味があります。

定期的な検診があをたの命を守りますので、1

年に1回の検診を受けましょう。　（藤森）

がんによる死亡者数　がんによる死亡者数
182、235人　　　　　　　　14人

和

柿
　
原
　
奥
田
　
進
殿

（
妻
登
美
子
様
退
院
）

助
　
沢
　
下
前
誉
文
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
高
木
哲
也
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
安
井
　
久
木
貞
美
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

柿
　
原
　
加
藤
幸
枝
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

日
ノ
語
　
中
尾
陽
吉
殿

（
長
女
千
恵
美
様
退
院
）

御
　
机
　
加
藤
　
厚
殿

（
2
男
司
様
退
院
）

佐
　
川
　
三
浦
頼
治
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

洲
河
崎
　
佐
々
木
正
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
安
部
一
男
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
下
坂
正
人
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
銀
行
受
払
報
告

1
、
六
月
末
累
計
額

二
百
十
一
万
九
千
九
十
七
円

2
、
七
月
中
寄
付
額

三
十
四
万
五
千
円

内
　
　
訳

香
典
返
し
　
十
四
万
円

快
気
祝
　
　
二
十
万
五
千
円

3
、
七
月
末
累
計
額

二
言
口
四
十
六
万
四
千
九
十
七
円

⑳

Soumu
四角形

Soumu
四角形


